お茶大集中講義のお知らせ

数理物理学特論（出口哲生）

場所：お茶の水女子大学理学部3号館　207-9号室 

日時：６月１日（火）午後、　　　２日（水）午前・午後、

　　　　　３日（木）午前・午後、４日（金）午後　

　　　　　

　　　　(午前　10:40 ～ 12:10 　午後　13:20 ～ 16:30) 

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

内容紹介（開講科目より）

場の理論の概念の凝縮系物理学への具体的応用例として、厳密に解ける模型と共形場理論(CFT)等に関するいくつかの話題を解説する。　経路積分等の基本的方法の解説後、例えばＫＴ転移の臨界的振る舞いを繰り込み群で議論し、６頂点模型において対応する臨界的振る舞いを厳密に導く。

参考文献：T. Deguchi, Introduction to solvable lattice models in statistical and mathematical physics, in ``Classical and Quantum Nonlinear Integrable Systems'', edited by A. Kundu, IOP Publ. (2003) pp.107-145. (cond-mat/0304309)   

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

最初の二日間で繰り込み群の話や場の理論の基本を分かりやすくていねいに説明した後に、後半二日間で低次元臨界系の解説し、その中でＫＴ転移やＣＦＴなど、具体的に調べられる模型の解説を行いたいと考えています。上記の英文レビューを書いたときに準備した計算を詳しく説明するような感じプラスアルファを後半で説明すること考えています。　

